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芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献　

女
性
で
は
初　

6
人
目
の
名
誉
市
民

嶺
貞
子
さ
ん
に
飯
山
市
名
誉
市
民
称
号
を
贈
呈

里
山
の
木
々
も
赤
や
黄
色
に
染

ま
る
10
月
31
日
、
9
月
定
例
市

議
会
で
飯
山
市
6
人
目
の
名
誉

市
民
に
決
定
し
た
声
楽
家
で
東
京

藝
術
大
学
名
誉
教
授
の
嶺
貞
子

さ
ん
（
飯
山
地
区
田
町
出
身
）
の

名
誉
市
民
称
号
贈
呈
式
が
市
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

嶺
さ
ん
は
、
飯
山
北
高
か
ら
東

京
藝
術
大
学
音
楽
部
声
楽
科
に

入
学
、
同
校
を
首
席
卒
業
さ
れ
、

同
専
攻
科
・
同
大
学
院
独
唱
科
を

修
了
。
在
学
中
に
安
宅
賞
、
野
村

学
芸
財
団
あ
ら
え
び
す
賞
を
受

賞
。
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
西

ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
さ
れ
、

声
楽
を
磨
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
愛
知
県
立
芸
術
大
学

講
師
、お
茶
の
水
女
子
大
学
講
師
、

東
京
藝
術
大
学
講
師
・
助
教
授
・

教
授
を
経
て
、
現
在
は
東
京
藝
術

大
学
名
誉
教
授
、
演
奏
家
と
し
て

精
力
的
な
活
動
の
傍
ら
、
後
進
の

指
導
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ラ
ト
リ
オ
を
国
内
の
主
要

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
多
数
共
演
。
ま

た
、
全
国
各
地
で
古
典
か
ら
現
代

ま
で
の
イ
タ
リ
ア
歌
曲
を
中
心
と

し
た
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
い
、
発
表

し
た
Ｃ
Ｄ
の
多
く
が
レ
コ
ー
ド
芸

術
誌
に
お
い
て
特
選
盤
に
選
ば
れ

る
な
ど
、
イ
タ
リ
ア
歌
曲
の
第
一

人
者
と
し
て
国
内
外
で
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飯
山
市
制
40
周
年
記
念
事
業

と
し
て
行
っ
た
「
心
の
う
た
・
ふ

る
さ
と
の
う
た
」 (

第
1
回
〜

4
回) 

の
選
者
お
よ
び
審
査
員

を
務
め
、
市
制
50
周
年
記
念
公

演
を
は
じ
め
、
第
三
中
学
校
閉

校
記
念
講
演
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
や
城
南
中
学
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
、

飯
山
北
高
１
０
０
周
年
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
演
さ
れ
ま
し
た
。
市

主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演
料
を

市
文
化
振
興
の
た
め
に
全
額
寄
付

さ
れ
る
な
ど
郷
土
の
た
め
に
も
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
市
議
会
議
員
を
は

じ
め
行
政
委
員
、
名
誉
市
民
推
薦

懇
談
会
、
区
長
協
議
会
、
推
薦

人
の
方
々
な
ど
約
70
人
が
参
列
さ

れ
ま
し
た
。
嶺
さ
ん
の
同
級
生
も

駆
け
つ
け
ら
れ
た
た
め
、
厳
粛
な

中
で
も
、
ど
こ
か
温
か
な
雰
囲
気

の
あ
る
贈
呈
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
辞
で
足
立
市
長
は
、「
長
き

ご親族や同級生の皆さんと記念撮影をされる嶺貞子さん（前列左から 3人目）

東京藝術大学音楽部声楽科首席卒業、同専攻科・同大学院独唱科
修了。愛知県立芸術大学講師、お茶の水女子大学講師、東京藝術
大学講師・助教授・教授を経て、現在東京藝術大学名誉教授を務
める。イタリア歌曲の第一人者として国内外で高く評価される。

に
わ
た
り
飯
山
市
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
、
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
郷
土
飯
山
市
の
誇
り
で
あ
る
。」
と
あ
い
さ

つ
し
、
引
き
続
き
国
内
の
声
楽
家
の
育
成
と
飯
山
市

の
発
展
へ
の
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

嶺
さ
ん
は
「
幼
少
の
頃
、
凍
て
つ
く
よ
う
な
寒
さ

の
中
、
暗
い
空
に
無
数
の
星
屑
が
天
の
川
を
織
り
成

し
て
い
た
。
大
自
然
の
豊
か
な
恵
み
は
何
か
見
え
な

い
大
き
な
力
が
創
造
し
た
も
の
と
深
く
感
動
し
た
。」

「
結
核
性
股
関
節
炎
の
闘
病
中
に
自
宅
か
ら
見
え
る
、

咲
き
誇
る
城
山
の
桜
を
見
な
が
ら
詩
を
書
い
た
り
、

作
曲
し
た
り
退
屈
し
な
か
っ
た
」
な
ど
と
自
然
豊
か

な
飯
山
で
の
自
身
の
生
い
立
ち
や
青
春
時
代
を
振
り

返
り
な
が
ら
あ
い
さ
つ
さ
れ
、「
友
人
や
多
く
の
人
た

ち
の
や
さ
し
い
心
を
一
身
に
受
け
て
き
た
」
と
周
り
の

方
々
へ
の
感
謝
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

  嶺 貞子（みね さだこ）  さん
　（本名：峰村貞子　昭和 11年 5月 4日生）

　　　　飯山地区田町出身、東京都葛飾区在住
　　　　音楽家：声楽（ソプラノ）

木 内  四 郎　さん

平成 4年授与

長 谷 川 青 澄　さん

（明治 34年 8月 20日生・平成 7年 5月 24日逝去）
秋津地区出身   京都大学名誉教授として活躍される中、東洋史の研
究に精魂を傾けられ研究を通じ我が国の文化の発展に貢献された。

宮 崎  市 定　さん

（明治 29年 7月 3日生・昭和 63年 8月 31日逝去）
常盤地区出身　旧大蔵省主計局長を経て参議院議員として活躍、
科学技術庁長官を 2期歴任され、国および市の繁栄に貢献された。

昭和 63年授与

飯山地区出身　日本画壇を代表する画家であり、院展での内閣総
理大臣賞の受賞など全国的に功績は高く評価されている。

平成 7年授与

大 沼   淳　さん

（大正 5年 9月 25日生・平成 16年 7月 23日逝去）

飯山地区出身　学校法人文化学園の理事長として、日本の私立大
学やファッション教育の発展と充実に貢献される中、同学園の研
修施設として文化北竜館、北竜温泉スキー場を開設。伝統的行事
の継承などにも深い理解を示され地域の活性化にも寄与された。

（昭和 3年 4月 11日生）
平成 16年授与

北 澤  宏 一　さん 平成 25年授与
（昭和 18年 4月 17日生・平成 26年 9月 26日逝去）
外様地区出身　東京大学教授、科学技術振興機構理事長を歴任。
超伝導の世界的権威であり、国の学術研究の発展に貢献。東日本
大震災に起因する福島第一原発事故の福島原発事故独立検証委員
会の委員長を務め、原子力事故の原因解明に努められた。


